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に
至
っ
た
。

問　
説
明
会
の
内
容
は
、
庁
内

で
共
有
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
災
害
対

策
課
が
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

問　

最
大
津
波
高
の
想
定
が

９
・
６
メ
ー
ト
ル
か
ら
10
メ
ー

ト
ル
超
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
理

由
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
浸
水
想

定
区
域
に
つ
い
て
変
更
は
な
い

が
、
建
物
へ
の
衝
突
に
よ
る

「
せ
り
上
が
り
高
」
が
加
味
さ

れ
、
数
値
に
差
が
生
じ
た
と
思

わ
れ
る
。

問　
市
は
浸
水
想
定
に
全
く
関

知
し
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
数
値
に

つ
い
て
は
県
が
算
出
し
、
市
に

提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
説
明
会
に
つ
い
て
、
庁
内

で
共
有
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
指
定
に

関
す
る
事
務
の
所
管
は
、
災
害

問
　
市
内
小
・
中
学
校
に
お
け

る
生
理
用
品
の
配
備
に
つ
い

て
、
女
子
ト
イ
レ
に
常
設
さ
れ

て
い
る
の
か
、
保
健
室
で
の
受

け
取
り
対
応
と
な
る
の
か
、
運

用
状
況
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
五
領
ヶ
台
分

校
を
除
く
市
内
全
て
の
小
・
中

学
校
で
、
学
校
ご
と
に
決
め
た

女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
ナ
プ
キ

ン
を
常
設
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

の

拡

大

を

問
　
南
側
地
域
か
ら
、
平
塚
市

民
病
院
や
市
役
所
に
行
く
に

は
、
平
塚
駅
南
口
か
ら
北
口
へ

移
動
し
、
更
に
バ
ス
を
乗
り
継

ぐ
必
要
が
あ
る
。
市
は
こ
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
南
側

問　
平
塚
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
に
つ
い
て
、
中
間
管
理
値
と

し
て
、
令
和
７
年
度
の
耐
震
化

率
を
95
％
と
設
定
し
て
い
る

が
、
状
況
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
概
ね
達

成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問　
12
年
度
ま
で
に
耐
震
性
が

不
十
分
な
住
宅
を
概
ね
解
消
す

る
た
め
、
補
助
金
の
上
乗
せ
を

継
続
す
る
考
え
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
現
時

点
で
は
、
上
乗
せ
の
予
定
は
な

い
。
共
同
住
宅
の
耐
震
化
な
ど

で
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
災
害
時
の
指
定
避
難
所
や

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
定
期
的

に
訓
練
を
行
い
、
ト
イ
レ
や

キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド
の
充
実
の

ほ
か
、
要
配
慮
者
に
対
応
し
た

備
蓄
を
拡
充
し
て
い
る
。

問　
妊
産
婦
や
乳
幼
児
な
ど
の

母
子
避
難
所
の
対
策
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
母
子
も

含
め
て
要
配
慮
者
と
考
え
て
お

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
備
蓄
の
増
強
や
訓
練
を
実
施

し
て
い
く
。

県
の
津
波
災
害
警
戒 

区
域
指
定
に
つ
い
て

問　
８
月
に
県
の
津
波
災
害
警

の
地
域
は
、
駅
ま
で
バ
ス
や
徒

歩
、
自
転
車
な
ど
で
比
較
的
短

時
間
で
行
き
や
す
い
地
域
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
駅
か
ら

は
、
市
民
病
院
行
き
の
バ
ス
が

複
数
運
行
さ
れ
て
お
り
、
利
便

性
は
一
定
程
度
確
保
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
央
公
民
館 

休
館
後
の
対
応
は

問
　
休
館
決
定
に
よ
り
、
代
替

施
設
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ

と
や
施
設
利
用
料
が
高
い
こ

と
、
希
望
す
る
日
程
が
取
れ
な

戒
区
域
指
定
に
向
け
た
、
住
民

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
指
定

に
至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
津
波
対

策
の
充
実
を
重
点
対
策
と
し
、

平
成
29
年
３
月
に
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
津
波
対

策
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た

め
、
県
と
協
議
し
、
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

問　
津
波
災
害
警
戒
区
域
の
指

定
は
、
市
の
要
請
か
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
県
と
市

で
協
議
し
て
指
定
に
至
っ
た
。

問　
指
定
が
こ
の
時
期
に
な
っ

た
理
由
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監　
こ
れ
ま

で
本
市
は
、
避
難
す
る
こ
と
を

第
一
優
先
に
訓
練
を
行
っ
て
き

た
経
緯
も
あ
り
、
こ
こ
で
指
定

無
所
属

市
内
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
の

環
境
整
備
の
充
実
を

佐
藤 

由
美
子 

議
員

　本会議や各常任委員
会などでの質問や答弁
などは、会議録にまと
めて公開しています。
　９月定例会の会議録
は11月下旬から公開し
ます。市議会ホーム
ページや各公民館、各
図書館などでもご覧に
なれます。

会議録は11月下旬に公開

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

髙
山 

和
義 

議
員

い
こ
と
、
更
に
音
響
や
舞
台
機

能
の
不
足
な
ど
、
利
用
団
体
か

ら
ど
の
よ
う
な
相
談
や
要
望
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
大
ホ
ー
ル
建

設
の
要
望
の
ほ
か
、
通
常
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
地
区
公
民
館

な
ど
へ
移
行
し
て
い
る
。
一
方

で
、
中
・
大
規
模
ホ
ー
ル
の
料

金
や
、
予
約
方
法
に
苦
慮
す
る

声
も
あ
る
。

日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員

松本 敏子 議員

対
策
課
で
あ
る
。

水
害
へ
の
対
応

問　
市
内
11
か
所
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
に
水
深
表
示
を
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

土
木
部
長　
国
が
新
た
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
れ
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ひ
ら
つ
か
シ
ー
テ
ラ
ス 

の
環
境
調
査

問　
飛
砂
や
風
、
塩
の
調
査
報

告
の
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
公
表
時
期
や

方
法
は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。

市
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め

平
塚
市
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

総務経済
○議案第82号　令和８年度平塚市
一般会計補正予算　

　農業振興費の新規就農者育成
事業について、就農初期段階の認
定新規就農者を支援するための増
額だが、計上されている40万円で
は困難と考える。市独自の具体的
な就農支援策を伺う。

　補正予算を計上した理由だ
が、国の経営開始資金の単価増額
に伴う差額分である。市では新規
就農者向けの資機材導入や家賃補
助など、独自の経済的支援を実施
している。併せて、毎週水曜日に
ＪＡ湘南と連携したワンストップ
窓口を開設し、新規就農者を総合
的に支援していく。

都市建設
○議案第82号　令和８年度平塚市
一般会計補正予算

　総合公園費の総合公園管理運
営事業について、総合体育館温水
プールの競泳用タッチプレートな
どを更新するが、現在使用してい
る機器の使用年数や劣化状況を伺
う。

　タッチプレートは、平塚総合
体育館が開設された平成３年３月
に導入したもので、購入から35年
が経過している。経年劣化による
故障などがあり、修理をしながら
対応してきたが、使用できないも
のが数枚出てきてしまった。大会
運営に支障を来たしてしまうた
め、更新するものである。

教育民生
○議案第82号　令和８年度平塚市
一般会計補正予算

　戸籍住民基本台帳費のマイナ
ンバーカード交付事業について、
駅前市民窓口センターに電子証明
書更新窓口を設置するため、増額
補正をするが、内容と目的、ま
た、この時期に補正予算を計上し
た理由を伺う。

　駅前市民窓口センターに、平
日９時から17時までマイナンバー
カードの更新窓口を設置する。令
和９年度に電子証明書の更新対象
者が急増することを見据え、市民
の利便性向上を図り、混雑のピー
ク前に早期の体制整備を行うた
め、今回補正予算を計上した。

環境厚生
○議案第85号　令和８年度平塚市
介護保険事業特別会計補正予算

　ひらつかまち歩きプロジェク
トについて、事業の概要を伺う。

　市民参加型のまち歩きアプリ
を活用して、認知症の本人や家
族、地域住民が、実際に地域を歩
いて認知症に優しいまちの特徴や
生活の中のバリア、地域における
支え合いの実態などを明らかにす
るものである。

　認知症施策推進計画の策定予
定について伺う。

　第10期平塚市高齢者福祉計画
（介護保険事業計画【第10期】） 
に包含する形で、策定予定であ
る。

予算決算常任委員会各分科会（予算）の審査概要
予算決算常任委員会に付託された補正予算５案件については、各所管の分科会で審査しました。主な質疑を紹介します。

小泉 春雄 議員

無 所 属 議 員


